ゲーテの恋愛抒情詩とそのモチーフの変遷について by 桑畑,千佳子
文学研究論集
第12号　2000．2
ゲーテの恋愛拝情詩とそのモチーフの変遷について
Uber　die　Liebesgedichte　Goethes　und　den　Wandel　ihrer　Motive
独文学専攻　博士後期課程　1999年度入学
　　　　桑　畑　　千　佳　子
　　　　　　Chikako　KUWAHATA
　ゲーテ（1749～1832）にとって女性が生涯大きなイソスピレーショソ源であったことは伝記を読
んでも容易に想像できるし，直接的産物といえる恋愛仔情詩の非常な多さがその証拠であろう。
　彼の最初の文学的試みにもまた恋愛仔情詩がある。1765～68年のライプツィヒ遊学時に作られた
ものであるが，この習作期の詩における大きな特徴は，アナクレオン派の影響が強いということであ
る。小論は習作期のゲーテの詩を契機として，その詩に描かれる愛をモチーフに基づいて変化をたど
ろうという試みである。
1
　習作期の芸術家は，その時代の主流といえる作品を自らの模範とする。ゲーテにとっての模範はア
ナクレオン派の詩だったのである。ではそのアナクレオン派とは，どのような文学だったのだろう
か。1）
　派の名前になっているアナクレオソはギリシア古典期の好情詩人であるが，生涯についてあまり詳
細なことはわかっていない。彼の詩は「酒と恋を歌い，技巧にすぐれ，内容も気がきいて風刺もきく
というふうだが，真の感情に乏しい」「典雅軽妙，皮肉でものうげ，しゃれた」2）ものだった。その詩
も残っているものはごくわずかであるが，前5・4世紀の作家がアナクレオソの詩を引用していると
いわれ，生箭に盛名をうたわれた詩人だったと考えられている。
　しかしアナクレオソ派の名の由来はこの詩人だけではない。模範となった主な文学作品は『アナク
レオンテア』という詩集である。これには酒・恋・青春の愛惜を主題にした詩が60編ほど収められ
ている。中にはアナクレオンの真作と考えられたものももちろんあるが，大部分は前2～後6世紀に
及ぶ後世の作と考えられている。アナクレオンの作風はずっと昔から，多くの詩人にうったえるもの
を持っていたようである。
　この『アナクレオソテア』は1554年，アンリ・エスティエンヌによって出版された時はアナクレ
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オソ作として紹介された。そしてこれが，18世紀までアナクレオンの文学であると考えられた。
　『アナクレオソテア』はヨーロッパ各国で翻訳された。1555年に仏訳が初めて行われ，1656年には
イギリスで自由訳が試みられた。フラソス・ルネサンス期の文学では『アナクレオンテア』が大きな
影響を及ぼしたといわれている。このフランスの影響を受け，ドイツのアナクレオン派が誕生した。
ドイツでの『アナクレオンテア』翻訳出版は1746年で，ドイツにおけるロココ文学の始まりと文学
史上ではみなされている。ただドイツが当時小邦群立国家であったこと，Pココ文学の詩人の多くが
市民階級出身であったことから，フランスでのように宮廷文学として発展するには至らなかった。文
学的には範に頼りがちになり，実際的裏づけを欠くという点が指摘されている。
　ゲーテは『アナクレオンテア』独訳のことは知らなかったと考えられているが，ライプツィヒ時代
にアナクレオソ派の作品を読んでいる。後年『詩と真実』でゲーテは，アナクレオン派の詩人に尊敬
と憧憬の年を抱いていたことを述べている。3）ゲーテの模範であったアナクレオン派の作品，またラ
イプツィヒ時代のゲーテのアナクレオン詩について，いくらか詳しく触れてみたい。
　グライム（1719～1802）は『アナクレオンテア』の独訳者で，彼がドイツのアナクレオン派の創
始者とみなされている。大学在学中からグライムは，『アナクレオンテア』の共訳者でもあるウーツ
（1720～96），またゲッツ（1721～81）と共に，アナクレオンに倣った詩を書いた。彼らの他に主な
アナクレオソ派詩人の名を挙げると，ラムラー（1725～98），エーヴァルト・フォソ・クライスト
（1715～59），カルシン（1722～91）などがいる。また，彼らの先駆者とみなされているのがハーゲ
ドルン（1708～54）である。彼は大使や商館の秘書をつとめ，そのかたわら余技として詩を書いた。
詩の主題は酒・恋・接吻などが主なものであった。ハーゲドルンの詩は独創性に乏しいといわれる
が，ドイツ詩に典雅さや軽快さをもたらしたとして評価する向きもある。
　ここでアナクレオン詩を実際に1編挙げ，内容とモチーフについて考えてみたい。詩はウーツの
『牧人』（Der　Schtifer）である。4）
　　Arkadien！sey　mir　gegrUsst！
　　Du　Land　begltickter　Hirten，
　　Wo　unter　unentWeihten　Myrthen
　　Ein　zartlich　Herz　allein　noch　rUhmlich　ist1
　　（アルカディアよ！　挨拶を送ろう／幸せな羊飼の国よ／汚れないミルテがもえ／やさしい心だけが
　　称えられる国よ！）
　詩の舞台はアルカディア。ミルテの咲く楽園というモチーフはアナクレオン派の詩によく用いられ
る。付け加えるとミルテと共に，バラも愛の花としてよく登場するモチーフである。
　　Ich　will　mit　sanftem　Hirtenstab
　　Hier　meine　Schafe　weiden．
　　Hier，　Liebe！schenke　mir　die　Freuden，
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Die　mir　die　Stadt，　die　stolze　Stadt　nicht　gab，
　　Wie　sch誕emassig，　wie　getreu
　　WM　ich　Climenen　lieben，
　　Bis　meinen　ehrfurcht　vollen　Trieben
　　Ihr　Mund　erlaubt，　daG　ich　ihr　Schtifer　sey！
　　（柔らかな羊飼の杖で／ここへ羊たちを放そう／おいで愛よ　私に喜びをもたらせ／街が　傲慢な街
　　が与えなかった喜びを
　　　羊飼らしく誠実に／私はクリメーネを愛そう／私の恭順な願いに／私が彼女の羊飼になることを
　　彼女の口が許すまで）
　「私」は羊飼として登場し，詩が進行する。冒頭のアルカディアと合わせ，ギリシアの牧歌的なイ
メージを描き出そうとしている。クリメーネClimeneという女性名もそうしたイメージを強めるた
めの古代ギリシア風な名前であり，ほかに特別な意味を持つものではない。このような名前もアナク
レオン詩の特徴のひとつであり，他にもクローエChloeやフィリスPhyllisなどがある。
　　Welch　sUssem　Traume　geb　ich　Raum，
　　Der　mich　zum　Schafer　machet！
　　Die　traurige　Vernunft　erwachet：
　　Das　Herz　traumt　fort　und　liebet　seinen　Traum．
　　（なんて甘い夢をみたことか／私が羊飼になるなんて／悲しいかな　理性は目ざめてしまう／けれど
　　心は夢み続け　その夢をいつくしんでいる）
　以上でウーツの『牧人』は終っている。アルカディアが実は「私」の夢でしかなかったというオチ
が，この最終連で明らかになるわけである。アナクレオソ詩ではこの，オチで締めくくられることが
大きな特徴の1つなのである。文学的にはこのオチはPointe（仏：核心，急所などの意）と言われ
る。アナクレオン詩はPointeを持つ点では機知に富んでいるといえる。その反面，良くも悪くも技
巧的であり，計算的であるともいえるだろう。
　アナクレオン詩に登場するモチーフはゲーテの詩においてもふれることができるので，ゲーテによ
るアナクレオン詩に移りたい。
　ゲーテのアナクレオソ詩として特に挙げられるのは，詩集『アネッテ』（Annette）に収められたも
のである。
　この詩集の19編のうちの多くは，はっきりした成立時がわかっていないが，1766年秋から67年10
月の間にできたものと推測されている。『アネッテ』は公刊されず，ライプツィヒ時代の友人ベーリ
ッシュが，ゲーテの詩を装慎して製本した。
　ゲーテはべーリッシュに，絶対出版しないという条件のもとに製本をまかせた。したがって『アネ
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ッテ』の存在はごくわずかな人物にしか知られなかった。67年10月付，妹コルネーリア宛の手紙に
ゲーテは「これまで読者は男12人，女2人，これがすべてだ。僕は騒々しいことは好きではない」5）
と書いている。
　しかしその後ゲーテは，病を患ってフランクフルトに帰り，その時に手もとの詩などの文学的試み
を焼いてしまう。『詩と真実』には「…小詩の幾つかは，ベーリッシュが作ってくれた詩集に含まれ
ていたが，いま残っているものは1つもない」6）と書かれている。この失われたと考えられていた詩
集は，1895年にルイーゼ・フォン・ゲッヒ・・ウゼソの遺品から発見された。
　この『アネッテ』からいくつかの詩を引用しながら，ゲーテの習作期の詩について考えてみたい。
　　Madgen　setzt　euch　zu　mir　nieder
　　Niemand　st6rt　hier　unsre　Ruh，
　　Seht　es　kommt　der　FnUhling　wieder
　　Weckt　die　Blumen　und　die　Lieder，
　　Ihn　zu　ehren　h6rt　mir　zu．
　　Weise，　strenge　Mtitter　lehren：
　　Madgen，且ieht　der　Manner　List．
　　Und　doch　laBt　ihr　euch　betdren！
　　H6rt，　ihr　sont　ein　Beispiel　h6ren，
　　Wer　am　meisten　furchtbar　ist．7）
　　（お嬢さん方　私のところにお座り／誰も私たちの憩いをじゃましやしない／ごらん　春が再び訪
　　れ／花を　歌を目ざめさせる／春に免じて私の話をよくお聞き
　　　厳しい母親は言い聞かせる／娘よ　男の悪だくみから逃れなさい　と／けれど君たちはだまされ
　　てしまう！／お聞き　これを例にするんだよ／誰が1番こわいのかを）
　上は『ツィブリス』（Ziblis）と題された詩の冒頭2連である。全体は5行16連の長いものであり，
その一部ずつを引用していきたい。
　冒頭は前口上といえる形式になっている。この語り手が娘たちを前に，少女ツィブリスの物語を，
男にだまされる娘の一例として語って聞かせるのである。
　ツィブリスは美しいが，狩りが何より好きな娘として登場する。この人物設定は女神アルテミス
（或いはディアナ）を連想させる。ツィブリスは乙女なのである。その彼女が茂みで危機に陥る。
　　Da　aus　einer　alten　Eiche
　　Ein　geh6mter　Waldgott　sprang．
　　（古い樫の間から／角の生えた森の神がとび出した）　　　　　　　　　　　　　　〈第5連〉
　後の第10連で，森の神はFaunとはっきり書かれている。また第7連ではツィブリスがニソフであ
ることがわかる。彼女の危機がどういうものかは明白である。
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　ツィブリスが森の神に追いかけられているのを，水辺で寝ていた若者エミーレが見つける。彼は娘
を助けるべく森の神と決闘し，首尾よく勝利をおさめる。ツィブリスの危機は回避されたのだろうか。
　　Ziblis　lag　mit　matten　Blicken，
　　Da　der　Sieger　kam，　im　Gras，
　　Wirds　ihm　ihr　zu　helfen　gl廿cken？
　　Leicht　sind　Madgen　zu　erquicken，
　　Oft　ist　ihre　Krankheit　Spa3．
　　（ツィブリスは疲れた目で横たわっていた／そこへ勝者が　草むらをやって来た／めでたし　彼は
　　彼女を助けたのか？／娘を元気づけるのは簡単なこと／娘の病は冗談なことがよくあるのだから）
　これは第11連である。後半の2行では，この語り手が人生経験豊かな年長者として描かれている
ことがうかがわれる。同時に，続く第12・13連に描かれるエミーレとツィブリスの接吻が愛情によ
るものではなく，かけひきの結果のたわむれにすぎないことをも示しているように思われる。
　　Darum　sog　mit　langen　ZUgen
　　Sie　begierig　immer　mehr．
　　Endlich　trunken　vor　VergnUgen，
　　Ward　dem　Emiren　das　Siegen，
　　Wie　ihr　denken　k6nnt，　nicht　schwer．
　　（だから彼女はますます貧欲に／たっぷりと〈接吻を〉吸いこんだ／ついには楽しさのあまりに／エ
　　ミーレは勝利をおさめた／ご想像のとおりに　造作もなく）
　上の第14連がオチの部分といえるだろう。ツィブリスの純潔はエミーレの登場で守られたと思い
きや，エミーレによって彼女は陥落してしまう。後半は上のように訳してみたが，邦訳では「エミー
レはなんなく彼女を／ものにしちまった。察しはつくだろう」8）となっている。これを受け，語り手に
よる処世訓で詩を終えるのである。その結尾一
　　Madgen，　fUrchtet　rauher　Leute
　　Buhlerische　Wollust　nie
　　Die　im　ehrfurchtsvollen　K！eide
　　Viel　von　unschuldsvoller　Freude
　　Reden，　Madgen，　fUrchtet　die．
Wacht，　denn　da　ist　nichts　zu　scherzen。
Seid　viel　lieber　klug　als　kalt，
Zittert　stets　fUr　eure　Herzen．
Hat　man　einmal　diese　Herzen；
Ha！Das　andre　hat　man　bald1
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　　（お嬢さん方　粗野な輩の／みだらな肉欲はおそれるな／立派な服を着て／汚れない喜びを語る奴の
　　ことを／お嬢さん方　おそれるんだよ
　　　注意おし　冗談ごとじゃないのだから／冷たいより賢明である方がずっといい／いつも心の心配
　　をするんだよ／1度心を取られたなら／ああ！　もう一方がすぐ取られるのだから）
　『ツィブリス』に登場するいくつかのモチーフー古代ギリシア風の情景，横臥する女性，接吻の描
写，オチの部分，処世訓一はいずれも，アナクレオン詩につきもののモチーフである。この詩1編
を読むだけでも，当時のゲーテがアナクレオン詩を吸収し，それなりに自分のものにしていることが
うかがわれる。しかしアナクレオン詩の特徴，また短所をもう少し明らかにするために，『アネッテ』
からの他の詩の引用と共に考察を進めたいと思う。
　　Von　stiner　Wollust　eingeladen
　　Drang　in　den　Tempel　der　Dryaden
　　Mit　seinem　Mtidgen　Daphnis　ein，
　　Um　zartlich　ohnbemerkt　zu　sein．
　　Des　Taxus　Nacht　umgab　den　Fu君　der　Eichen，
　　Nur　V6gel　hUpften　auf　den　Zweigen，
　　Rings　um　sie　her　lag　feierliches　Schweigen，
　　Als　waren　sie　auf　dieser　Welt　allein．9）
　　（ひそかな官能に誘われ／ドリアーデの神殿へと／ダフニスは恋人と入っていった／人知れず愛しあ
　　うために／いちいの闇が樫の根もとを囲み／鳥たちだけが枝ではねていた／あたりには厳かな沈黙
　　があった／まるで2人しかこの世にいないかのように）
　上は『道徳の勝利』（Triumph　der　Tugend）第1話の冒頭の連である。ドリアーデ（森の精）の
神殿がある森の描写が少々見られるが，これが『アネッテ』中唯一自然描写と呼べる部分である。も
ちろん各々の詩に森や水辺などの風景は描かれるが，重点はそこでくり広げられる男女のやりとりの
描写にもっぱら置かれているのである。上の詩でも，これ以降森の描写はない。
　つまりアナクレオン詩では，自然はさして重要な役割を果たしてはいないのである。さきのウーツ
の『牧人』でも，アルカディアは羊飼を登場させるための舞台設定のようなものであった。ミルテや
パラ，森や水辺といったアナクレオソ詩に頻出する自然のモチーフも，愛を象徴するものであった
り，牧歌的なイメージを強調する小道具として用いられているにすぎない。
　さきに引用したゲーテの『道徳の勝利』の自然描写も，逢瀬の場面のやや詳しい説明にとどまって
いる。詩中の恋人たちが自然の美しさに導かれて森に来たのでないことは，「ひそかな官能に誘われ」
という部分から明らかである。やはりこの詩でも，自然はあくまで舞台設定のための書き割り的な役
目しか果たしていない。この「書き割りとしての自然」は，アナクレオソ詩の大きな特徴であるとい
えるだろう。
　裏返せぽ，男女のやりとりの描写に重点が置かれることもまた大きな特徴である。ではアナクレオ
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ン詩の「恋愛描写」とはどのようなものだったのだろうか。
　Ich　fand　mein　Madgen　einst　allein
　Am　Abend　so，　wie　ich　sie　selten　finde．
　Entkleidet　sah　ich　sie；Dem　guten　Kinde
　Fiel　es　nicht　e血，
　DaB　ich　so　nahe　bei血r　sein，
　Neugierig　sie　betrachten　k6nnte．
　Was　sie　mir　nie　zu　sehn　verg6nnte，
　Des　Busens　volle　BIUten　wies
　Sie　dem　verschwiegnen　kalten　Spiege1，　lieB
　Das　Haar　geteilt　von　ihrem　Scheitel　fallen，
　Wie　Rosenzweig’um　Knospen，　urn　den　Busen　wallen．
　　Ganz　auBer　mir　vom　niegefUndnen　GIUck’
　　Sprang　ich　hervor；10）
　　（僕は恋人が独りきりでいるのを見た／こんな晩に　めったにないことに／着物を脱いでいるのを
　　見た　あの子には／思いつきもしなかったのだ／僕がこんなに近くにいて／貧るように眺めている
　　などとは／僕に決して見せなかった／花の盛りのような胸を／彼女は黙って冷たい鏡に写していた／
　　髪は分け目から垂れ／つぼみを囲むパラの枝のように　胸のまわりで波打っていた
　　　決してない幸福に我を忘れ／僕はとび出した…）
　『道徳の勝利』第2話の冒頭であるさきの『ツィブリス』では，気絶したツィブリスの姿にエミー
レが心を動かされる。あからさまに言えぽ欲望をかきたてられる。上の『道徳の勝利』の少女は目を
覚ましてはいるが，男の存在に気づかずentkleidetで，心身共に無防備な状態にある，そこへ男が
登場するのは『ツィブリス』とほぼ同じ設定である。男は愛というよりむしろ欲望によって行動して
いる。
　女の方はどうだろうか。欲望をかきたてる存在として描かれていることは確かである。さきのr道
徳の勝利』第2話の引用部分には，胸をはだけた少女が描写されている。実は第1話にも，少女の
胸の魅力を描いた一節があるのである。胸のみならず頬，唇，髪などの魅力をうたったものもアナク
レオン詩にはあるという。いずれにしろこのような描写で表される女の魅力は，外面的なものである。
　アナクレオン詩に描かれている女についてもうひとつ特徴的なことは，何かしら無抵抗・無防備さ
を見せる場面があることである。『道徳の勝利』第2話での，男がのぞき見していても気づかない少
女や，『ツィブリス』にあらわれる横臥する女のモチーフなどはこれにあてはまる。これが「本当の」
無抵抗・無防備であってももちろん詩は成立する。しかし女の側の故意として描くことで，無防備な
女のエロティシズムに，コケットリーという新しい色合いが加わる。『ツィブリス』で娘は，森の神
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と若者が格闘している間に気を失ってしまうが，語り手のせりふに「娘の病は冗談であることがよく
あるのだから」という一節がある（第11連）。これは処世訓の部分である一方，ツィブリスの気絶も
冗談であることをほのめかす部分でもあって，ツィブリス陥落というオチへの伏線となっている。
　次に挙げるのはヴァイセの『ひめごと』（Die　Verschweigung）という詩であるが，ここでも詩中の
娘が故意に無防備さを演出しているものと想像される。
　　Wenn　sie　ein　kUhler，　heit’rer　Bach，
　　BeschUtzt　von　BUschen，　eingeladen，
　　In　seinen　Wellen　sich　zu　baden，
　　So　schleicht　er　listig　nach．
　　In　diesen　schwUlen　Sommertagen
　　Hat　er　ihr　oftmals　zugeseh’n，
　　　Und　er　ist　jung，　und　sie　ist　sch6n；
　　　Ich　will　nichts　weiter　sagen．i1）
　　（冷たく澄んだ小川が／茂みに守られて波間で／水浴びするよう彼女を誘うと／彼はずるくも後をこ
　　っそりつけて行く／こんな蒸し暑い夏の昼／彼はたびたび彼女を眺めていたものだ／それに彼は若
　　く　彼女は美人／これ以上は何も言うまい）
　アナクレオン詩にはこのようなエロティシズムの漂う場面が見られる。男女のやりとりの描写に重
点が置かれれぽそれも自然な結果ではあるだろう。しかしそのやりとりの中には，たとえ恋人同士と
いう設定であっても，真摯な感情の交換といったものは見出されない。あるのは恋のかけひき，エロ
ティックなたわむれである。アナクレオソ詩の恋愛描写とは，むしろ思いを遂げる，遂げないをめぐ
っての男女間の攻防というべきかもしれない。
　これにはアナクレオン派詩人の女性観も関係があるだろう。グライムは実際はとにかくとしても，
文学においては女性を「男たちのための生ける人形Lebendige　Puppen　ftir　die　Manner」12）であると
見ていた。アナクレオソ詩において女は真剣に愛する対象ではなく，男をたのしませる存在として描
かれている。描写が外面的なものにとどまり，女の性的魅力が前面に出ているのは，文学上のことに
限ってであれ，詩人のこのような女性観が原因のひとつになっているのではあるまいか。
　『アネッテ』におけるゲーテの多くの詩でも，詩中の女はグライムのいう人形風な印象を受ける。
しかしゲーテは『アネッテ』で自らのアナクレオソ詩人ぶりを示したにすぎないかというと，そうと
はいえない。この詩集の冒頭，詩集の題名となった当時の恋人アンナ・カタリーナ・シェーソコップ
に寄せた『アネッテに』（An　Annetten）は，昔の人は本に神やミューズ，友人にちなむ名をつけたの
に，恋人にちなんだ名はないとうたい，以下のように続く。
　　Warum　sollt’ich，　Annette，
　　Die　Du　mir　Gottheit，　Muse，
　　Und　Freund　mir　bist，　und　alles，
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　　Dies　Buch　nicht　auch　nach　Deinem
　　Geliebten　Narnen　nennen？i3）
　　（なぜ私が　アネッテよ／私の神　ミューズ／友　そしてすぺてであるきみよ／この本をきみの　恋
　　人の名から／つけていけないことがあるだろう？）
　ここに見られる女性観は，「生ける人形」とは対照的である。そのためあとに続く『ツィブリス』『道
徳の勝利』などのアナクレオン詩とかみ合わない印象を受ける。それはこの『アネッテに』にゲーテ
の心情があらわれているからだろう。
　この，詩に作者の心情をうたうのも，アナクレオン派詩人の姿勢とは対照的である。グライムは
「詩人はただ自分の機知を示すために書く。それによって詩人の風儀を怪しんではいけない。彼らは
あるがままの性格をあらわすのではなく，彼らの詩の特性が要求する通りに性格を示すものだ」14）と
書いている。詩は詩人の技量を表すもので，詩人の実生活とは無関係であるという姿勢をグライムは
明らかにしている。
　ゲーテはアナクレオン派の詩は模倣したが，詩人たちの姿勢には染まらなかったようである。『ア
ネッテ』からもう1編，『眠りの精に』（An　den　Schlaf）15）を全文挙げてみたい。
　おまえのけしで　　　　　　　　　　　　　　　　　Der　du　mit　deinem　Mohne
　神様の目さえ閉じさせるおまえ　　　　　　　　　　　Selbst　G6tteraugen　zwingst，
　乞食を玉座に　　　　　　　　　　　　　　　　　Und　Bettler　oft　zum　Throne
　羊飼を娘のところに連れてくるおまえ　　　　　　　Zum　Madgen　Schafer　bringst，
　聞いておくれ　夢の織物を　　　　　　　　　　　　Vernimm；Kein　Traumgespinste
　今日はおまえに望みはしない　　　　　　　　　　Verlang’ich　heut’von　dir，
　おまえの務めの1番大きなものを　　　　　　　　　Den　gr6tSten　deiner　Dienste
　大好きなおまえよ　果たしておくれ　　　　　　　　Geliebter，　leiste　mir．
僕が恋人のかたわらに
座ると　彼女の目が喜びを語っている
羨ましいような絹衣の下では
彼女の胸がはっきり盛り上がっている
よく僕のくちづけに
アモルが少女を連れてきてくれた
この幸せをあきらめなくてはいけない
厳しい母親が起きているのだから
An　meines　Madgens　Seite
Sitz’ich，　ihr　Aug’spricht　Lust，
Und　unter　neid’scher　Seide
Steigt　f｛血lbar　ihre　Brust，
Oft　hatte　meinen　K廿ssen
Sie　Amor　zugebracht，
Dies　Gltick　muG　ich　vermissen，
Die　strenge　Mutter　wacht．
晩になって僕とまたそこで
会ったら　おお入ってきておくれ
Am　Abelld　triffst　du　Wieder
Mich　dort，　o　tritt　herein，
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　羽からけしをまいておくれ　　　　　　　　　　　　Sprhh’Mohn　von　dem　Gefieder，
　そしたら母親は眠りこむ　　　　　　　　　　　　　Da　schlaf　die　Mutter　ein：
　かすかな灯のぞぽで　　　　　　　　　　　　　　　Bei　blassem　Lichterscheinen，
　母親はおまえの腕に　　　　　　　　　　　　　　Von　Lieb’Annette　warm，
　いとしい　温かなアネッテは　　　　　　　　　　　Sink’，　Wie　Mama　in　deinen，
　こがれる僕の腕に　　　　　　　　　　　　　　　　In　meinen　gier’gen　Arm．
　詩全体の雰囲気は他のアナクレオソ詩と共通しているといえる。母親を眠らせようとするのは逢瀬
の邪魔だからである。邪魔な母親はアナクレオン詩の好むモチーフとされている。またところどころ
にはエロティシズムを感じさせる部分も見られる。しかし娘の名はアネッテで，古代ギリシア風では
ない。また詩は一貫して眠りの精への語りかけの形になっており，オチの部分がない。完全にアナク
レオソ詩といえない要素もここにはある。
　だが最も注目すぺき点と思われるのは，第2連の「彼女の目が喜びを語っている」という部分で
ある。このあとに続くアネッテの描写はアナクレオン風のものといっていいだろう。しかしここに見
られる，恋人を嬉しげに見つめる娘の描写はゲーテ独特のものではないだろうか。
　アナクレオン詩では目，或いはまなざしは否定的なモチーフとしてしかあらわれてこない。娘を見
張る母親のまなざしは逢瀬の妨げになる。気絶，或いは横臥した女性は，目を閉じているから思いを
遂げる対象になるのだ。目を覚ませぽ中断・拒絶の可能性が出てくる。無防備な女とそれをのぞき見
る男のモチーフもこれと同工異曲であろう。
　しかし『眠りの精に』のアネッテはエロティックでもあるが（第2・3連におけるように），単な
る人形ではない。恋人を見つめるという行為で，自分の恋心を相手に示しているからである。アネッ
テと「僕」の間にはたわむれの愛ではなく，真摯な愛情の交換がある。この『眠りの精に』はゲーテ
の実体験がもとになっているという説もある。16）しかしそうであってもなくても，この詩に真摯な愛
情が読み取れることに変わりはない。その原因となっているのがアネッテのまなざしの描写であり，
これは習作期のアナクレオソ風という枠に収まりきらない，文学上の「ゲーテらしさ」の発露の一端
であるように思われる。
2
　ライプツィヒで病を患って故郷のフラソクフルトへ戻ったゲーテは，1770年3月まで故郷で療養
につとめた。そして翌4月，今度はシュトラースブルクへと向かった。
　このシュトラースブルク時代は，ゲーテの生涯においてのみならず，ドイツ文学史上においても特
筆に値する時期とみなされている。ゲーテが2人の人物一彼に文学上の指導を行った批評家ヘルダー
（1744～1803），シュトラースブルクにほど近いゼーゼンハイムの牧師の娘で当時のゲーテの恋人，
フリーデリーケ・ブリオソーとの出会いによって生み出した詩が，それまでになく新しいものだった
からである。
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　ゲーテがシュトラースブルク時代，先人の模倣という詩作の方法から脱却していったことは事実で
あろう。それはどのように詩にあらわれているのか。
小さな花小さな葉を
軽やかな手で
気のいい　若い春の神が
たわむれながら私の　軽やかなリボンに振りまく
Kleine　Blumen，　kleine　Blatter
Streuen　mir　mit　leichter　Hand
Gute　junge　FrUhlingsg6tter
Tandelnd　auf　ein　luftig　Band．
西風よ　お前の翼にのせて
リボソを　私のいとしい人の服に巻きつけておくれ
そうしたら彼女は浮き浮きして
鏡の前へ行くだろう
Zephyr，　nimm’s　auf　deine　Fl廿gel，
Schling’s　um　meiner　Liebsten　Kleid！
Und　so　tritt　sie　vor　den　Spiegel
All　in　ihrer　Munterkeit．
ばらで囲まれたその姿
ぼらのように若々しい姿を目にしよう
まなざしをひとつ　いとしい人よ
それで私は十分報いられる
Sieht　mit　Rosen　sich　umgeben，
Selbst　wie　eine　Rose　jung：
Einen　Blick，　geliebtes　Leben！
UIld　ich　bin　belohnt　genung．
　この気持ちをくみとっておくれ　　　　　　　　　　Fiihle・was　dies　Herz　empfindet，
　迷わずその手を差し出しておくれ　　　　　　　　　Reiche　frei　mir　deine　Hand，
　そして私たちを結ぶ絆が　　　　　　　　　　　　　Und　das　Band，　das　uns　verbindet，
　弱いぼらのリボンではないように！　　　　　　　　　Sei　kein　schwaches　Rosenband！
　『絵を描いたリボンと共に』（Mit　einem　gemalten　Band）の全文である。17）この詩は他のシュトラ
ースブルク時代の主要な詩一『歓迎と別れ』（Willkommen　und　Abschied）『5月の祝い』（Maifest）
一と比ぺると一段低く見られている印象がある。18）アナクレオン詩の影響をまだとどめていることに
原因があるようである。
　なるほど恋の仲介役としての西風，愛の花としてのパラはアナクレオン詩に登場するモチーフであ
る。舞う花や葉，リボソの軽やかなイメージ，「軽やかな手」「たわむれながら」といった言葉は，軽
妙典雅というアナクレオン詩の形容と結びつく。
　しかしこの詩はrツィブリス』などのような単なる創作詩ではない。r詩と真実』にはこの詩と関
係があると思われる部分がある。
　…私も遠くにあって，新しい贈り物や思いつきによって，印象を新たにしようと思いをこらした。
　そのころ絵を描いたリボンが流行になり始めていたので，すぐさま私は2，3の絵を描き，今度は
　思ったよりも長く町にいなけれぽならなかったので，それに小詩をそえて彼女に送った。…19）
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　上の一節を読むと，この『絵を描いたリボンと共に』にはアナクレオソ風な雰囲気が確かにあると
しても，実際のゲーテの，フリーデリーケに対する愛情もこめられていると考えられる。
　さきに引用したこの詩の全文は，1778年にゲーテの著作集に収められた「決定稿」のかたちであ
る。1771年にゼーゼンハイムに送った「初期稿」と比較すると，詩の完成度とアナクレオン風色合
いに差異が見られる。
　初期稿で大きく異なるのは5連から成っていることである。決定稿で削除されたのは，初期稿の
第4連にあたる以下の部分である。
　　Schicksal，　segne　diese　Triebe，
　　LaB　mich　ihr　und　laB　sie　mein，
　　LaB　das　Leben　unsrer　Liebe
　　Doch　kein　Rosen－Leben　sein！20）
　　（運命よ　この衝動に祝福を／私が彼女の彼女が私のものであるように／私たちの愛のいのちが／
　　ぽらのいのちではないように！）
　初期稿はこの連があることで，第3連…恋人に呼びかける　第4連…運命に呼びかける　第5連
…再び恋人に呼びかける　と後半部分にいささかまとまりを欠く。決定稿は恋人への呼びかけで統一
されている。
　もう1つ異なるのは，初期稿の以下の部分である。
　　Einen　KuB，　geliebtes　Leben，
　　Und　ich　bin　belohnt　genung．
　　（くちづけをひとつ　いとしい人よ／それで私は十分報いられる）
　決定稿では「まなざしを」となっている。
　アナクレオン詩の男が望んでいるものは何であったろうか。
　　Owie　stin　ist　hier　zu　fiihlen
　　Was　die　Seele　glticklich　macht！
　　Latlt　sich　kaum　die　Wonne　fassen，
　　Und　doch　wollt　ich，　E【immel，　dir
　　Tausend　solcher　Nachte　lassen，
　　Gab　mein　Madchen　eine　mir．2i）
　　（おお　私の魂を幸せにするものが／何とここには静かに感じられることだろう／この幸せはとら
　　えきれない／けれど天よ　私はこんな夜を／千でもおまえにあげよう／恋びとが一夜を私にくれ
　　るなら）
　1768年成立とされているゲーテのr美しい夜』（Die　sch6ne　Nacht）の後半部分である。ここでう
たわれているように，思いを遂げることがアナクレオソ詩の恋の最終目的であった。22）『絵を描いた
リボンと共に』初期稿の「私」は恋人にくちづけを求めている。『美しい夜』の「私」の願いと比較
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するとエロティックさが大分薄らいではいるものの，遊戯的な恋の性格はまだ残っている。
　しかし決定稿で「まなざしを」と変わったことで恋人同士の肉体的接触が消えた。それによって愛
の永続を願う最終連の説得力が増すことになる。恋の遊戯的性格は消え，『眠りの精に』で部分的に
あらわれた，恋人同士の真摯な愛情の交換という面がより強く出てくる。そのため『絵を描いたリボ
ソと共に』の決定稿は，アナクレオソ風な雰囲気をもちながら，うたわれている愛はアナクレオソ詩
のそれとは異なったものになっている。
　初期稿の「くちづけを」から決定稿の「まなざしを」への変更はゲーテの記憶違いによるものとさ
れている。23）そうであれぽ，この2つの稿にうたわれた愛から受ける印象の大きな違いは，ゲーテの
小さなミスからはからずも生まれたことになる。
　『歓迎と別れ』には，一見してアナクレオン風であると思わせるものはあらわれてこない。8行4
連から成る詩の前半で，「私」はなじみ薄い夜の山道を，恋人に会いに馬で行く。
　　Der　Abend　wiegte　schon　die　Erde，
　　Und　an　de！1　Bergen　hing　die　Nacht；
　　Schon　stand　im　Nebelkleid　die　Eiche，
　　Ein　aufgetiirmter　Riese，　da，
　　Wo　Finsternis　aus　dem　Gestrauche
　　Mit　hundert　schwarzen　Augen　sah．
　Der　Mond　von　einem　Wolkenhttgel
　Sah　klaglich　aus　dem　Duft　hervor，
　Die　Winde　schwangen　leise　FIUgel，
　Umsausten　schauerlich　mein　Ohr；
　Die　Nacht　schuf　tausend　Ungeheuer，
　Doch　frisch　und　fr6hlich　war　mein　Mut：
　In　meinen　Adern　welches　Feuer！
　In　meinem　Herzen　welche　Glut！24）
　　（すでに夕は地平に傾き／山脈に夜がかかっていた／すでに霧の中に樫の木が／雲つく巨人のように
　そびえ／茂みの中から闇が／百の黒い目で見ていた
　　雲の丘にかかる月が／もやの中からほのかに顔を見せ／風がひそかな翼をはためかせ／耳もとで
　恐ろしい音をたてた／夜は幾千の怪物を創り出した／しかし私の勇気は生き生きと躍動していた／
　私の血管には何という火！／私の心臓には何という炎！）
この夜の描写には何か動的，攻撃的なものが感じられる。しかし夜の自然は静寂に支配されてお
り，「幾千の怪物を創り出」すのは自然ではなく「私」の恐怖心である。「私」は恋人への愛と，彼女
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に会う期待感とで次第に恐怖心を克服していく。なおこの自然描写には，ヘルダーがゲーテに教えた
シェイクスピアやオシアンの影響があるとも考えられている。これについてはっきりしたことはわか
らないが，アナクレオン詩での書き割りのような自然と大きく異なっていることは確かである。
　後半が恋愛詩といえる部分で，表題の「歓迎と別れ」が果たされるが，ふたつとも恋人である女性
のまなざしで表現されている。
　　Dich　sah　ich，　und　die　milde　Freude
　　Flotl　von　dem　stiBen　Blick　auf　mich；
　　（お前に会う　そして優しい喜びが／私への甘美なまなざしから注がれる）　　　　　〈第3連〉
　そして別れの部分一
　　Doch　ach，　schon　mit　der　Morgensonne
　　Verengt　der　Abschied　mir　das　Herz：
　　In　deinen　KUssen　welche　Wonne！
　　In　deinem　Auge　welcher　Schmerz！
　　Ich　ging，　du　standst　und　sahst　zur　Erden
　　Und　sahst　mir　nach　mit　nassem　Blick：
　　（けれどああ　もう朝日がのぼり／別れが私の心をふさくヅおまえのくちづけには何という喜び！／
　　おまえの目には何という苦しみ！／私は去った　おまえは立って地面を見／そして私を濡れたまな
　　ざしで見送った）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈第4連〉
　『歓迎と別れ』に描かれる女性は主にまなざししか描写されないが，「私」に会った喜びと別れの悲
しみは，そのまなざしによって充分表現され，彼女が感情をもったひとりの人間，愛情を交換しあえ
る存在として描かれている。彼女は「生ける人形」とは異なった存在なのである。これによって彼女
は，馬に乗って会いにくる「私」に勇気をもたらしうる相手となっている。そして詩の結びの「私」
の叫びにもリアリティをもたらしている。
　　Und　doch，　welch　GIUck，　geliebt　zu　werden！
　　Und　lieben，　G6tter，　welch　ein　Gltick！
　　（けれど何という幸せ　愛されるとは！／そして愛するとは神々よ　何という幸せ！）
　この詩に描かれる愛にエロティシズムがないわけではない。表題が「逢瀬と別れ」と訳されること
があるように，25）「私」が恋人に会いに行くのは他ならぬ逢瀬のためである。
　だがこの詩では女性の外見も，「私」が恋人に会ってからのなりゆきも細かくは描写されない。「私」
の心情を描くことで，後半の恋愛詩的な部分は進行している。アナクレオン詩と同じ逢瀬が下敷きと
なりながら，エロティックな愛のたわむれとなっていないのは恋人同士が外面的・具体的に描写され
ていないこと（この反対例としては『道徳の勝利』を考えたい），そうでありながら人間として描か
れていることによるのである。そしてこの抽象的な恋愛描写は，詩の前半における自然描写の具体例
をなしてもいるのである。
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『5月の祝い』における自然と愛は，『歓迎と別れ』でのような対とはならない。「私」を感動させ
る美しさとエネルギーを持ったものとして互いに詩の中で結びあっている。
おお大地　おお太陽　OErd’，　o　Sonne，
おお幸ぜ　おお喜び　O　Glttck，　o　Lust，
　おお愛　　お1お愛　　　　　OLieb，，　o　Liebe，
　黄金の美しさ　　　So　golden　sch6n
　あの高みにかかる　　Wie　Morgenwolken
　朝の雲のように　　Auf　jenen　H6㎞，26）
　自然，よろこび，愛に続いて恋人に呼びかけがなされる。『5月の祝い』の女性は具体性，「肉体性」
を欠いている。しかし存在を失わないものが1つある。目である。
　　O　Madchen，　Madchen．
　　Wie　lieb’ich　dich！
　　Wie　blinkt　dein　Auge，
　　Wie　liebst　du　mich！
　　（おお少女よ　少女よ／何と私はおまえを愛することか／何とおまえの目は輝くのか／何とおまえは
　　私を愛することか！）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈第6連〉
　この恋人の目は，先に挙げた『絵を描いたリボンと共に』『歓迎と別れ』で描かれたそれと同じ輝き
を持っている。「私」への愛で彼女の目は輝いているのであり，彼女は「私」に愛のまなざしを注い
でいるのである。「私」は彼女に対し，以下のような愛で応える。
　　So　liebt　die　Lerche
　　Gesang　und　Luft，
　　Und　Morgenblumen
　　Den　Himmelsduft，
　　Wie　ich　dich　liebe
　　Mit　warmen　Blut，
　　（ひぽりが歌と／空を愛し／朝の花は／天の香りを愛する
　　そのように私はおまえを愛する／あたたかな血で）　　　　　　　　　　　　　〈第7・8連〉
　ここでうたわれている愛に，アナクレオン風のエPティックさは全くない。「愛はもう欲望のたわ
むれなどではなく，感情のみなぎりであり，内面的な清らかさである。」27）
　シュトラースブルク時代にゲーテは「自分自身への脱皮」28）を果たしたとされる。愛を主題にしな
がらアナクレオン風なエロティックさから脱却したところに，その一端を見ることができるだろう。
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そして真摯な愛情を象徴的に示していると思われるのが，恋人である女性のまなざしというモチーフ
である。
3
　シュトラースブルク時代のゲーテの仔情詩にうたわれた愛は，真摯な感情の交換としてのそれであ
った。そのような愛と比較して，エロティックで遊戯的な愛をうたったアナクレオソ詩が一段下の印
象を与えたとしてもやむを得ないことではあろう。しかしゲーテは，「脱皮」を果たしてからアナク
レオン詩のモチーフを2度と使わなかったかといえぽそうではない。
　　Meine　Liebste　wollt　ich　heut　beschleichen，
　　Aber　ihre　TUre　war　verschlossen．
　　Had　ich　doch　den　SchlUssel　in　der　Tasche！
　　Offn’ich　leise　die　geliebte　T廿re！
　　Auf　dem　Saale　fand　ich　nicht　das　Mtidchen，
　　Fand　das　Madchen　nicht　in　ihrer　Stube，
　　Endlich　da　ich　leis　die　Kammer　dffne，
　　Find　ich　sie，　gar　zierlich　eingeschlafen，
　　Angekleidet　auf　dem　Bette　liegen．29）
　　（今日愛しい人を忍んで行こうとした／でも扉に鍵がかかっていた／でも私はポケットに鍵を持っ
　　ている！／静かに愛しい扉を開けた
　　　広間にあの子はいなかった／彼女の部屋にもいなかった／そこで私は最後に地下室を開けた／見
　　つかった　全く気持ちよさそうに眠りこみ／着物を着たままベッドに横になっていた）
　r訪れ』（Der　Besuch）の冒頭2連である。この詩は1795年秋rムーゼン・アルマナハ』に初めて
掲載されたもので，眠りこんでいる女性はクリスティアーネ・ヴルピウスがモデルだと考えられてい
る。ゲーテが「脱皮」を果たした後の詩である。
　第4連では眠りこんだ女性が細かく描写されている。この『訪れ』は11連から成るが，それぞれ
の連は3～11行と不特定である。その中で第4連は8行と，2番目に長い。
　すでに1903年，F・クンツェ（Kuntze）がこの「眠れる美女」のモチーフがアナクレオ’ン詩で人
気があったことに注目している。30）習作期のゲーテによる『ツィブリス』での気絶した女性をここで
再び思い返されたい。
　『訪れ』が習作期のようなアナクレオソ派を模倣した詩にすぎなければ，「私」は女性の姿を見て『道
徳の勝利』でのように我を忘れるだろう。しかしここではそうはならない。
　　Freudig　saG　ich　da，　und　die　Betrachtung
　　Hielte　die　Begierde　sie　zu　wecken
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Mit　geheimen　Banden　fest　und　fester．
　　Odu　Liebe，　dacht　ich，　kann　der　Schlummer，
　　Der　Verrater　jedes　falschen　Zuges，
　　Kann　er　dir　nicht　schaden，　nichts　entdecken，
　　Was　des　Freundes　zarte　Meinung　st6rte？
　　（喜ぽしい気持ちで座り　じっと見ていると／彼女を起こしたい気持ちはr／見えない紐で次第に締
　　めつけられていった
　　　おお愛よ　私は思うのだが／あらゆる偽りの表情をあぼくまどろみは／おまえを損いもせず／友
　　の優しい愛情を乱すものを見つけないのではないか）　　　　　　　　　　　　〈第5・6連〉
　「私」は恋人の眠る姿に魅了されながら，「あらゆる偽りの表情をあぼくまどろみ」とも考えている。
それはなぜだろうか。
　　Deine　holden　Augen　sind　geschlossen，
　　Die　mich　offen　schon　allein　bezaubern；
　　Es　bewegen　deine　sUβen　Lippen
　　Weder　sich　zur　Rede　noch　zum　Kusse；
　　Aufgel6st　sind　diese　Zauberbande
　　Deiner　Arme，　die　mich　sonst　umschlingen，
　　Und　die　Hand，　die　reizende　Gefahrtin
　　SUBer　Schmeicheleien，　unbeweglich．
　　Wars　ein　lrrtum，　Wie　ich　von　dir　denke，
　　War’　es　Selbstbetrug，　wie　ich　dich　liebe
　　MttBt’　ichs　itzt　entdecken，　da　sich　Amor
　　Ohne　Binde　neben　mich　gestellet．
　　（おまえの優しい目は閉じている／開いていれぽそれだけで私を魅了する目は／おまえの甘い唇は／
　　語ることもくちづけをすることもない／魔法の紐の腕は解けている／そうでなけれぽ私を抱き締め
　　るのに／それに手　甘美な陰謀の／魅力的な道連れは動かない／私がおまえを思うのが思い違いな
　　ら／おまえを愛するのが欺購なら／私はそれを発見するはずだ　アモルが／目隠しせずにそぼにい
　　るのだから）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈第7連〉
　最後にあらわれる目隠しのないアモルは，むしろ絵画におけるモチーフとして思い出されようが，
純潔な愛を表すものである。31）このアモルによって，眠っている女性の無垢さが表現されている。
「眠れる美女」というアナクレオン詩と共通するモチーフが使われながら，『訪れ』の女性の眠りは「冗
談」ではなく，コケットリーは含んでいない。
　同時にこの『訪れ』においては，起きている女性の方が誘惑的に描かれているといえる。しかしこ
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こに漂うエロティシズムはアナクレオソ詩のものとは異なる。アナクレオン詩の女性は受け身であ
り，そのために人形であった。『訪れ』の女性は起きている時は目・唇・腕・手を用いて「私」には
たらきかける。ツィブリスのように陥落せず，「私」と共に愛を享受しあうのである。
　しかし起きている女性は単に欲望をかきたてる存在として描かれているのではない。「私」は第8
連で「彼女の美点と私の愛を心から喜」び，彼女を起こさずに帰る。そして帰り際にだいだい2つ
とパラを2輪置いて行き，次のような「私」の心情描写で詩が結ぼれる。
　　Offnet　sie　die　Augen，　meine　Gute，
　　Gleich　erblickt　sie　diese　bunte　Gabe，
＋　Staunt，　wie　immer　bei　verschloBnen　Ttiren
　　Dieses　freundliche　Geschenk　sich　finde．
　　Seh　ich　diese　Nacht　den　Engel　wieder．
　　0！wie　freut　sie　sich，　vergilt　mir　doppelt
　　Dieses　Opfer　meiner　zarten　Liebe．
　　（恋びとが目をあけたら／すぐに色とりどりの贈り物を見て／いつものように鍵がかかっていて／こ
　　んな優しい贈り物があること驚くだろう
　　　今夜あの天使にまた会えぽ／おお　どれほど彼女は喜び　私の優しい愛の／この捧げ物に倍もむ
　　くいてくれることだろう）
　第7連での目隠しのないアモルは，男性である「私」にも作用している。「私」は恋人の無防備さ
につけこむことはない。『訪れ』における愛にもエロティシズムは漂っている。しかし単なるエロテ
ィックなたわむれではなく，恋人同士の愛の一面として描かれており，これがオチによってくつがえ
されることはないのである。
　ライプツィヒ時代の詩では，遊戯的な愛と真摯な愛が対照的に描かれ，それぞれがモチーフによっ
て表現されていた。しかし『訪れ』では恋人の開いた目が，愛情のというよりむしろ誘惑的なモチー
フとしてあらわれている。
　以下に全文挙げる詩『秘密』（Geheimes）は1814年の作とされ，『西東詩集』（West－6stlicher
Divan）に収められた1編であるが，恋人のまなざしがこの詩で意味するものはより複雑になってい
る。
　私の恋人の目のことを　　　　　　　　　　　　　むber　meines　Liebchens　Augeln
　みんな不思議がる　　　　　　　　　　　　　　　Stehn　verwundert　alle　Leute；
　だが　事情を知る私には　　　　　　　　　　　　Ich，　der　Wissende，　dagegen
　その意味がよくわかる　　　　　　　　　　　　　Wei9　recht　gut，　was　das　bedeute．
こう言っているのだ　この人を Denn　es　he迅t：ich五ebe　diesen
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私は愛していて　他の誰でもない
皆さんおやめなさい
驚いたり　あこがれたりは
Und　nicht　etwa　den　und　jenen．
Lasset　nur，血r　guten　Leute，
Euer　Wundem，　euer　Sehnen！
確かに途方にもない力で
彼女はあたりを見つめる
けれど次の甘美な時を
その人に告げようとするだけだ
Ja，　mit　ungeheuren　Machten
Blicket　sie　wohl　in　die　Runde；
Doch　sie　sucht　nur　zu　verktinden
Ihm　die　ntichste　siiBe　Stunde．32）
　この詩に見られる女性のまなざしは，人々にとってもエロティシズムが感じられるものである。
「私」にとってはまず恋人からの愛情表現であるが，人々とは異なるエロティシズムを「私」はまな
ざしから感じとってもいる。
　人々はエロティシズムを，まなざしそのものから感じとっている。「私」はまなざしにこめられた
意味からも感じとっている。「けれど次の甘美な時を／その人（私）に告げようとするだけだ」。
　「私」が感じとっているエロティシズムは，『訪れ』第7連におけるように，女性の外面的魅力に
能動性が加わってかもし出されている。そして第2連によって，愛情表現というまなざしの持つも
うひとつの意味がはっきり示されているのである。「こう言っているのだ　この人を／私は愛していて
他の誰でもない」。
　「脱皮」後のゲーテはアナクレオン詩と同じモチーフを詩に登場させながら，遊戯的な愛だけを描
いたのではないことは，『訪れ』『秘密』においてうかがえる。ではエロティックさの勝った詩はある
だろうか。
縮れて　たっぷりした巻毛の頭の丸いこと
私がこんな豊かな髪を
両手で行き来できれば
私は心底から元気になる
そして額　眉　目　口に接吻すると
私は生き生きし　また再三傷つく
5本歯の櫛よ　どこへ止まるのか
また巻毛へと戻っていく
耳はたわむれを拒まない
ここは肉とも皮膚ともつかない
たわむれに敏感で　愛情深い
けれど縮れた頭と同じく
Von　Locken㎞aus　ein　Haupt　so㎜dト
Und　darf　ich　dann　in　solchen　reichen　Haaren
Mit　vollen　Handen　hin　und　wider　fahren，
Da　fUhl’ich　mich　von　Herzensgrund　gesund．
Und　kttss’ich　Stirne，　Bogen，　Auge，　Mund，
Dann　bin　ich　frisch　und　immer　wieder　wund．
Der　fiinfgezackte　Kamm，　wo　sollt’er　stocken2
Er　kehrt　schon　wieder　zu　den　Locken．
Das　Ohr　versagt　sich　nicht　dem　Spie1，
Hier　ist　nicht　Fleisch，　hier　ist　nicht　Haut，
So　zart　zum　Scherz，　so　liebeviel！
Doch　wie　man　auf　dem　K6pfchen　kraut，
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こんな豊かな髪の中を
いつまでも行き来するだろう
ハーフィスよ　あなたもそうした
我々も始めからしよう
Man　wird　in　solchen　reichen　Haaren
FUr　ewig　auf　md　nieder　fahren．
So　hast　du，　Hafis，　auch　getan，
Wir　fangen　es　von　vornen　an．ss）
　同じく『西東詩集』の中の『耽溺』（Versunken）の全文である。これは愛というより愛撫の詩で
ある。「私」は恋人の巻毛を愛撫することに「耽溺」している。女性は外面的描写，主に巻毛の描写
によってあらわれてくる。
　この巻毛は，詩中で呼びかけられているペルシア詩人ハーフィスが，その恋愛詩の中で女性の魅力
を表すものとしてうたっているという。実際のペルシアでも，中世，巻毛は女性美の象徴と考えられ
ていたようである。34）ゲーテがr西東詩集』を書く契機のひとつとなったのがハーフィスの詩であっ
た。ゲーテにとって，詩にうたわれた巻毛は印象深いものであったのかもしれない。
　だがアナクレオン詩のモチーフをふりかえると，髪も女性の魅力を表すものとして用いられてい
る。恋愛描写の官能性と共に，ここにアナクレオソ詩復活の雰囲気を感じることもできるだうろ。し
かし『耽溺』には，エロティックな愛の否定はみられない。習作期のゲーテのアナクレオン詩はエロ
ティックな描写を織りまぜながら，それを否定的なものとしてとらえている。rツィブリス』の語り
手はエミーレを「娘をだまして陥落させた悪い男」として語って聞かせた。『道徳の勝利』第1話で
少女は，神殿で恋人に身をまかせかけるが，すんでのところで離れる。その理由が「私はあなたをと
ても愛しているわ／だからあなたを変なことで失いたくないの」35）というのである。
　『耽溺』にはこのような人生訓，説教めいた部分がない。さらに『耽溺』の恋人同士にはかけひき
がない。ツィブリスはエミーレの気をひくために失神した。『道徳の勝利』の少女はすんでのところ
で恋人の腕から逃れた。
　『耽溺』の女性はこのようなコケットではない。「私」は彼女の魅力に耽溺しているが，彼女も「私」
の愛撫に耽溺しているのである。この恋人同士にとって官能は，自分たちの愛情を脅やかす「変なこ
と」ではない。愛のもうひとつの面として素直に受け止められている。アナクレオン風のエロティシ
ズムが，『耽溺』においては真摯な愛情が土台にあってかもし出されているのである。
　ゲーテはシュトラースブルク時代の詩によって，アナクレオン派から訣別したとみなされている。
確かにアナクレオソ派の，エロティックなものにとどまる恋愛詩の模倣からは脱却した。しかしその
モチーフは，官能的な愛を肯定しつつ「詩人ゲーテ」の手で再び採りあげられているのである。
注
　ゲーテのテキストは以下の2つの版を適宜使用し，各詩の登場部の最初に注を付し，版の略号，巻数，ページ
数を示した。
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　HA…Goethes　Werke，　Christiall　Wegner　Verlag，　Hamburg，1949（Hamburger　Ausgabe）
MA…Goethe：Sdrntliche　Werke，　Carl　Hanser　Verlag，　Mtinchen，1990（Miinchner　Ausgabe）
　また訳出に際し，小牧健夫，高橋健二，松本道介，山ロ四郎各氏の翻訳を参考にさせて頂いた。
1）アナクレオソ及びアナクレオン派については，福田英男「アナクレオン派と青年ij　一テ」（『ゲーテの仔情詩
　　一研究一』，郁文堂，1977年，157～198頁所収）に多くを負った。
2）福田英男，前掲書，161頁。
3）第2章。
4）テキストはGedichte　und　Interpretationen　2．　Reclam，　Stuttgart，1983．　S．140．
5）ゲーテの手紙の原文は，ミュソヘン版全集の注釈（Kommentar）における引用による。　MA，　Bd　1・2，　S．
　　803．
6）山崎章甫訳。岩波文庫．1990年，第2部，172頁。
7）MA，　Bd　1・2，　S．90～100．
8）松本道介訳。潮出版社版『ゲーテ全集』．1980年，第2集，11頁。
9）MA，　Bd　1・2，　S．107．
10）MA，　Bd　1・2，　S．108～109．
11）ドイツ・グラモフォソCD『モーツァルト歌曲集』（POCG　2495）解説書よりテキスト引用。同中の石井不二
　　雄氏による歌詞対訳も参照した。
12）永松譲一「詩集『アンネッテ』」（『ロココ・ゲーテ覚書』三修社，1981年，53～79頁所収）での引用による。
　　それによるとグライムは，自作詩集の序文でこう書いているという。
13）MA，　Bd　1・2，　S．98．
14）永松譲一，前掲書57頁での引用による。
15）MA，　Bd　1・2，　S．114～115．
16）福田英男，前掲書，182頁。
17）HA，　Bd　1．　S．26～27．　Spatere　Fassungと記されている。
18）シュトラースブルク時代の詩に見られるアナクレオン派の影響の面影について「臭み」（清水豊明）「残りか
　　す」（福田英男）などの否定的な表現があるのは事実である。
19）第11章より。山崎章甫訳，第3部，38～39頁。
20）HA，　Bd　1，　S．24～25．「初期稿」はハンブルク版ではFmhere　Fassungと記されている。
21）MA，　Bd　3・2，　S．15
22）E・シュタイガーは「とにかく逢瀬のひとときが目的なのである」と書いている。『ゲーテ（上）』，柴田　斎
　　他訳，人文書院，1981年，51頁。
23）福田英男「シュトラースブルク時代のti　一テの仔情詩」（前掲書，199～229頁所収）での指摘による。
24）HA，　Bd　1．　S．28～29．なおこの詩にも2稿あるが，引用はSpatere　Fassungによった。
25）例えば高橋健二訳においては「会う瀬と別れ」となっている。『ゲーテ詩集』，新潮文庫，1988年改版，31頁。
26）HA，　Bd　1．　S．30～31．
27）HA，　Bd　1．　S．451．解訳の一部を訳出。
28）H・A・Korffによる表現。原文は，　Goethe　in　Bildwendel　seiner　Lyrik　I．　Verlag　Wemer　Dausien，　Hanau，
　　1958．S．55．
29）MA，　Bd　3・1，　S．27～28．
30）ミュンヘン版の解説でこのクンツェの指摘にふれられている。MA，　Bd　3・1，　S．441．
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Uber　die　Liebesgedichte　Goethes　und　den　Wandel　ihrer　Motive
Chikako　Kuwahata
　　Goethe（1749－1832）schrieb　viele　Liebesgedichte　in　seinem　Leben．　Man　kann　sie　auch　in　dem
ersten　Hteralisches　Versuch　Goethes‘‘Annette”，　die　hl　seiner　Studienzeit　in　Leipzig　entstand．
　　Die　Gedichte　stehen　unter　dem　EntfluB　der　Anakreontik，　die　den　Hauptstr6m見mg　der　Literatur　des
18．Jahrhunderts　bildete．　Anakreontische　Lyrik　ist　Liebeslyrik，　die　ehlige　eigent廿mliche　Motive　hat．
In　dieser　Abhandlung　wird　an　Hand　der　Motive　der　Wandel　der　Liebe　in　Goethes　Lyrik　erlautert
werden．
Die　Schilderung　der　erotischen　Liebe　ist　der　Grundcharakter　der　L頭k　in　der　Zeit　von“Annette”．
Die　Liebe　ist　vielmehr　als　Liebesscherz　dargestellt．　Diese　Eigenschaft　gilt　auch　ftir　andere
Anakreolltische　Lyriker，　die　Goethe　sich　zum　Vorbild　na㎞．
　　Dennoch且ndet　sich　im　Band‘‘A1111ette”das　Goethische　schon　ei！1　wenig，　zum　Beispiel　in　der
Beschreibung　des　Madchens　im　Gedicht“An　den　Schlaf”．
　　In　seiner　Straβburger　Zeit（1770－71）schrieb　Goethe　ganz　neuartige　Lyrik．　Damit　soll　er　sich　von
der　Anakreontik　verabschieden．　Er　befreite　sich　von　der　Nachahmung　der　Anakreontik：er　beschrieb
die　Geliebte　als　einen　Menschen，　mit　dem“ich”（Goethe　hl　der　Lyrik）geistig　md　seelisch　eng
verbunden　ist．
　　In　der　spateren　Lyrik　geht　die　auBerliche　Schlderung　des　Madchens　zur（ick，　wahrend　ihr　Blick　als
Ausdruck　der　emsthaften　Liebe　dargesteHt　wird，　Aber　Goethe　gab　die　Anakreontischen　Motive　und
die　Schilderung　der　erotiische　Liebe　nicht　voUstandig　auf，‘‘Dichter　Goethe”hielt　das　Erotische　ne－
ben　dem　Ernsthaften　fUr　ein　unverzichtbares　Element　der　Liebe．
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